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予防接種の最近の話題

宮川広実（大阪府立公衆衛生研究所）

　集団における感染拡大の要素は，①感染源，

②感染経路③感受性者の存在に大きく分ける

ことができる。原因となる微生物が撲滅されな

い限り発症者を0にすることはできないが，集

団の中に感受性者がいなければ大きな流行は起

こらないので，予防接種により感受性者をなく

しておくことは集団の流行予防にとって非常に

有効である。

1．ワクチンの種類

表1　日本で接種可能なワクチン

　　　　　　　　　　　（2009年10月現在）

定
期
接
種

　予防接種は病原体の一部門，弱毒化した病原

体を投与することにより，その病原体に対し免

疫を作って罹患を防いだり重症化を予防するも

のである。予防接種に用いられるワクチンは大

きく不活化ワクチンと生ワクチンに分けられる

（表1）。生ワクチンは病原性を弱めた生きた細

菌やウイルスが含まれており，接種によって実

際にかかった場合と同じような反応が体内で起

こる。一方不活化ワクチンは生きた病原体は含

まれていない。それぞれのワクチンによって，

生体内で起こる反応は異なり，接種時の注意や，

接種間隔などにも違いがある。生ワクチンでみ

られる病原体そのものが持つ性質による副反応

は，接種直後に認められるわけではなく，当該

感染症に罹患した場合と同じく一定の潜伏期の

のちに出現する。

皿．定期接種と任意接種

任
意
接
種

生ワクチン

BCG
ポリオ

麻しん風疹混合（MR）

麻疹

風疹

流行性耳下腺炎

（おたふくかぜ）

水痘

黄熱

娩謬灘騰

不活化ワクチン

DPT／DT
日本脳炎

インフルエンザ

（65歳以上，一部

　　60～64歳の対象者）

B型肝炎

インフルエンザ

破傷風トキソイド

ジフテリアトキソイド

A型肝炎
狂犬病

コレラ

肺炎球菌

ワイル半平やみ

インフルエンザ菌b型

　　　　　　　（Mb）
新型インフルエンザ

　　　　　　（HINI）

縮化毅軌騨獲．・　｝
　　　　　　　む　　　　　あ
鮮魚ぢ。略染性は誇騰、・

　予防接種には予防接種法により接種が勧めら

れている定期接種と希望により接種を受ける任

意接種がある。定期接種で受けるワクチンの接

種時期は，母体からの移行免疫の消失時期や，

当該感染症に罹患する危険性や副反応などを考

慮して決められている。

皿．麻　し　ん

　麻疹は，一旦かかってしまうと有効な治療法

がなく，肺炎や，脳炎などの重篤な合併症を起

こすこともある。麻しんの流行を起こさないた

めには，予防接種率を維持して，集団全体の免

疫を高めておくことが大切である。また近年は

流行の減少のために，1回接種では免疫の持続

が不十分なことから，2006年から麻疹は風疹ワ
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図1　大阪府における麻しん流行状況（2007年目

クチンとともに就学前に2回の定期接種が行わ

れている。2000～2001年にみられた流行以降，

麻しん患者数は減少傾向にあったが，2007年に

比較的年齢の高い層での流行が問題となった

（図1）。

　発展途上国ではまだまだ乳児の死亡原因とし

て問題になることも多く，麻疹は世界的に協同

して対策がとられている疾患の一つである。日

本を含むWHO西太平洋地域では，2012年まで

に麻疹排除（ワクチンによる免疫が高いレベル

で維持されて，流行がない状態）の達成を目標

にしており，この目標の達成のため2007年には

わが国でも麻疹に対する特定感染症予防指針が

出された。2008年度以降は5年間の年限つきで

中学ユ年生，高校3年生を対象にした2回目の

接種も開始されているがその接種率は十分間は

なく，医療関係者，行政，教育関係者が共同し

て接種率を高める努力が必要である。

1V．日本脳炎

　日本脳炎の予防接種には，1954年わが国で開

発されたマウス脳由来ワクチン（マウスの脳で

ウイルスを増殖させ，不活化後に高度に精製し

たワクチン）が用いられていたが，2004年置日

本脳炎ワクチン接種を受けた女子中学生が脳炎

と診断された事例において予防接種との因果関

係が認定されたことを受けて，　2005年5月に「定

期の予防接種における日本脳炎ワクチン接種の

積極的勧奨の差し控え（健感発第0530001号厚

生労働省健康骨結核感染症課長通知）」が出さ

れた。2009年6月に組織培養由来不活化ワクチ

ン（培養細胞（Vero細胞）を用いてウイルス

を増殖させた不活化ワクチン）が供給開始され

たが，供給量の不足等の問題もあり積極的勧奨

の差し控えは現在も続いている。日本脳炎の発

症者が減少している理由は，①小児への日本脳

炎ワクチン定期接種，②媒介蚊であるコガタア

カイエカの数の減少③増幅動物であるブタが

人の居住地から離れて飼育されるようになった

こと，などの複数の要因によるためであると考

えられており，日本脳炎ウイルスに暴露される

リスクがなくなったわけではない。厚生労働省

流行予測調査事業として行われているブタの日

本脳炎抗体保有状況をみると毎年西日本を中心

に広い地域で抗体陽性のブタが確認されてい

る。

　予防接種法では日本脳炎の定期接種は1期の

3回（初回接種2回：標準接種年齢3歳追加

接種1回：標準4歳）と2期の1回（標準9歳）

とされているが，2005年以降初回接種の済ん

でいない低年齢の層が蓄積されている状況であ

る。しかしながら前述の通り感染源は依然存在
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している状況であり，今後免疫を持たない人口

が増加すると，発症者の増加につながる恐れも

ある。

V，任意接種のワクチン

　2007年にはHib（インフルエンザ菌b型）ワ

クチンが認可され2008年から接種が可能になっ

たが，現在のところ希望者が私費で接種を受

ける任意接種として行われている。すでにHib

ワクチンが導入されている諸外国のデータか

ら，小児の侵襲性Hib感染症の予防に大きな

効果があり，今後わが国でも定期接種として広

く接種されるようになることが望まれる。また

2009年には小児を対象にした7価の肺炎球菌ワ

クチンも認可され，2010年以降市販される予定

である。

V［．おわりに

　公衆衛生の向上やワクチンの開発により，当

該感染症の発症数が抑制されると，ワクチンの

副反応などのマイナスの側面が目立ち，感染症

による死亡者数の減少などのプラスの側面がわ

かりづらくなるということがある。しかしなが

ら有効な治療法がなかったり，治療薬があって

もいったん発症すると重篤な経過をとることも

ある感染症に対しては予防が重要で，ワクチン

はその有効な手段である。患者が減少している

と考えられている疾患でも，一人の患者発生を

きっかけに再び流行が開始することもあるの

小児保健研究

でs．感染症対策のためには予防接種率を維持す

ることが重要である。予防接種は接種した人を

感染症から守る手段であるとともに，感染症の

流行を抑制し重症例の出現を防ぐという社会的

な意義を持つものといえる。医療従事者の場合

は感染症に暴露される機会が多いので，予防接

種を受けることは自分自身を感染症の発症や重

症化から守るということはもちろんのこと，接

触者が基礎疾患を持っていたり，免疫抑制状態

にあるなど感染症が重篤化するリスクが高い場

合もあるので，感染源にならないための手段と

しても非常に重要であるといえる。
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